
8 1st 21
7 2nd 14

16 3rd 9

13 4th 21

－

No. 出場 得点 3P 2P FT Ｆ No. 出場 得点 3P 2P FT F

4 × 12 0 5 2 2 4 × 27 0 10 7 2

5 × 10 0 5 0 3 5 × 0 0 0 0 2

6 × 6 0 3 0 5 6 / 3 0 1 1 0

7 × 5 0 1 3 3 7 × 5 0 2 1 2

8 / 9 1 2 2 2 8 × 8 2 1 0 0

9 × 2 0 1 0 4 9 × 21 3 5 2 5

10 DNP 0 0 0 0 0 10 / 0 0 0 0 1

11 DNP 0 0 0 0 0 11 / 0 0 0 0 1

12 / 0 0 0 0 0 12 / 0 0 0 0 0

13 DNP 0 0 0 0 0 13 / 1 0 0 1 0

14 DNP 0 0 0 0 0 14 / 0 0 0 0 0

15 DNP 0 0 0 0 0 15 DNP 0 0 0 0 0

16 DNP 0 0 0 0 0 16 DNP 0 0 0 0 0

17 DNP 0 0 0 0 0 17 DNP 0 0 0 0 0

18 DNP 0 0 0 0 0 18 DNP 0 0 0 0 0

44 1 17 7 19 65 5 19 12 13

×…スターター　/…出場　DNP...未出場　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル
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松陰 開誠館 

 関東代表松陰と東海代表開誠館との一戦。１Q立ち上がり、両チームともマンツーマンDefでスタート。はじめに流れをつかんだのは開誠館。開誠館

はプレッシャーDefから相手のミスを誘い、Offでは＃８と＃９の３Pと＃４の力強いドライブで得点をあげていく。松陰は相手Defに押されうまく攻めきれ

ない状況が続きタイムアウトをとる。その後、Defをゾーンに切り替え流れを変えようとするが、勢いを止められず１Q８－２１で終える。２Q開誠館の３

連続シュートが決まるなど更に勢いを増し、突き離しにかかる。松陰はチャンスを窺いながら攻めていくが、＃８の３Pの単発に終わる。松陰残り２分

半で２回目のタイムアウトをとる。タイムアウト後松陰はDefをマンツーマンに戻し相手に挑む。その後互いに攻め手を欠きながらゲームが進み２Q１５

－３５で終える。 

３Q松陰は＃６のシュートとセットプレイにより得点をあげ追い上げを図る。開誠館は、ファウルを重ねたことで思うように動けず苦しい状況が続く。そ

の後も松陰がDefで圧力をかけ、流れを更に引き寄せ、＃５、＃６のシュートにつなげ点差をつめていく。３Q３１－４４で終える。４Q、両チームの＃４が

互いに得点をあげ、一進一退の攻防が続く。開始3分突破口をつくり出したのが開誠館＃４だ。チームの状況を見てチームメートに声をかけ、ボール

を持てば果敢にゴールに向かい、シュートをねじ込む。この姿勢がゲームを支配し、開誠館優位のまま進み、４４－６５で勝利した。 

 


